
◎
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
〇
年
四
月
三
〇
日
法
律
第
二
三
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
〇
年
二
月
二
〇
日
・
衆
議
院
財
務
金
融
委

員
会

）

○
額
賀
国
務
大
臣

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
平
成
二
十
年
度
に
お

け
る
公
債
の
発
行
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
及
び
所
得
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
提
案
の
理
由
及
び
そ
の
内
容
を
御
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次
に
、
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

政
府
は
、
現
下
の
経
済
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
、
持
続
的
な
経
済
社
会

の
活
性
化
を
実
現
す
る
等
の
観
点
か
ら
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に
対
応
す

る
税
制
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
寄
附
税
制
の
見
直
し
を
行
う
ほ
か
、
法

人
関
係
税
制
、
中
小
企
業
関
係
税
制
、
金
融
・
証
券
税
制
、
土
地
・
住
宅

税
制
、
国
際
課
税
、
道
路
特
定
財
源
諸
税
等
に
つ
い
て
所
要
の
措
置
を
講

ず
る
た
め
、
本
法
律
案
を
提
出
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
下
、
こ
の
法
律
案
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
民
間
が
担
う
公
益
活
動
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
公
益
社
団

・
財
団
法
人
等
に
つ
い
て
収
益
事
業
課
税
を
適
用
す
る
ほ
か
、
公
益
社
団

・
財
団
法
人
が
収
益
事
業
か
ら
公
益
目
的
事
業
の
実
施
の
た
め
に
支
出
し

た
金
額
を
寄
附
金
の
額
と
み
な
す
な
ど
、
新
た
な
法
人
類
型
に
係
る
税
制

上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
法
人
関
係
税
制
に
つ
い
て
、
研
究
開
発
投
資
を
促
進
す
る
観

点
か
ら
、
試
験
研
究
費
の
総
額
に
係
る
税
額
控
除
制
度
と
控
除
可
能
限
度

額
を
別
枠
と
す
る
追
加
的
な
税
額
控
除
制
度
の
創
設
等
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
中
小
企
業
関
係
税
制
に
つ
い
て
、
一
定
の
特
定
中
小
会
社
に

出
資
し
た
場
合
に
寄
附
金
控
除
を
適
用
す
る
制
度
を
創
設
す
る
ほ
か
、
教

育
訓
練
費
に
係
る
特
別
税
額
控
除
を
教
育
訓
練
費
が
増
加
し
な
い
場
合
で

も
総
額
の
一
定
割
合
を
税
額
控
除
で
き
る
制
度
へ
の
改
組
等
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

第
四
に
、
金
融
・
証
券
税
制
に
つ
い
て
、
金
融
所
得
課
税
の
一
体
化
に

向
け
、
上
場
株
式
等
の
譲
渡
益
及
び
配
当
に
係
る
軽
減
税
率
を
廃
止
し
、

譲
渡
損
失
と
配
当
と
の
間
の
損
益
通
算
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
平
成
二
十
一
年
及
び
二
十
二
年
の
二
年
間
の

特
別
措
置
等
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
五
に
、
土
地
・
住
宅
税
制
に
つ
い
て
、
土
地
の
売
買
等
に
係
る
登
録

免
許
税
の
特
例
の
適
用
期
限
を
延
長
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
住

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

五
二



宅
の
省
エ
ネ
改
修
促
進
税
制
の
創
設
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
六
に
、
国
際
課
税
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
オ
フ
シ
ョ
ア
勘
定
で
経
理

さ
れ
た
預
金
等
の
利
子
の
非
課
税
措
置
の
適
用
期
限
を
撤
廃
す
る
等
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
七
に
、
道
路
特
定
財
源
諸
税
に
つ
い
て
、
揮
発
油
税
、
地
方
道
路
税

及
び
自
動
車
重
量
税
の
税
率
の
特
例
措
置
の
適
用
期
限
を
十
年
間
延
長
す

る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
入
国
者
が
輸
入
す
る
ウ
イ
ス
キ
ー
等
や
紙
巻
き
た
ば
こ
に
係

る
酒
税
及
び
た
ば
こ
税
の
税
率
の
特
例
措
置
の
適
用
期
限
を
一
年
間
延
長

す
る
な
ど
、
適
用
期
限
の
到
来
す
る
特
例
措
置
の
延
長
、
既
存
の
特
例
措

置
の
整
理
合
理
化
等
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
公
債
の
発
行
の
特
例
に
関
す
る
法
律

案
及
び
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
提
案

の
理
由
及
び
そ
の
内
容
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。

先
般
の
両
院
議
長
の
あ
っ
せ
ん
に
お
い
て
は
、「
総
予
算
及
び
歳
入
法

案
の
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
公
聴
会
や
参
考
人
質
疑
を
含
む
徹
底
し
た
審

議
を
行
っ
た
う
え
で
、
年
度
内
に
一
定
の
結
論
を
得
る
も
の
と
す
る
。」

と
の
合
意
が
な
さ
れ
た
も
の
と
承
知
を
し
て
お
り
ま
す
。
両
法
律
案
を
初

め
と
す
る
予
算
関
連
法
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
の
安
全
、
安
心
を
確

保
し
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
、
成
長
力
を
強
化
す
る
施
策
が
年
度
当
初
か

ら
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
今
年
度
内
に
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
ぜ
ひ
と

も
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

与
野
党
の
委
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に

御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
御
理
解
と
御
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

以
上
で
あ
り
ま
す
。

二
、
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
長
報
告（
平
成
二
〇
年
二
月
二
九
日
）

○
原
田
義
昭
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
財
務
金
融
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次
に
、
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
持
続
的
な
経
済

社
会
の
活
性
化
を
実
現
す
る
観
点
か
ら
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に
対
応
す

る
税
制
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
寄
附
税
制
の
見
直
し
を
行
う
ほ
か
、
法

人
関
係
税
制
、
中
小
企
業
関
係
税
制
、
金
融
・
証
券
税
制
、
土
地
・
住
宅

税
制
、
国
際
課
税
、
道
路
特
定
財
源
諸
税
等
に
つ
き
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

両
案
は
、
去
る
二
月
十
九
日
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
二
十
日
額
賀

財
務
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
質
疑
に
入
り
、
同
日

福
田
内
閣
総
理
大
臣
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
六
日

に
は
参
考
人
か
ら
意
見
を
聴
取
し
質
疑
す
る
な
ど
、
両
院
議
長
あ
っ
せ
ん

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

五
三



で
要
請
さ
れ
た
徹
底
し
た
審
議
を
行
い
、
本
日
質
疑
を
終
局
い
た
し
ま
し

た
。
次
い
で
、
順
次
採
決
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
両
案
は
い
ず
れ
も
賛

成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

（
注
）
衆
議
院
は
、
平
成
二
〇
年
四
月
三
〇
日
、
憲
法
第
五
九
条
第
四

項
の
規
定
に
基
づ
き
参
議
院
が
否
決
し
た
も
の
と
み
な
し
、
同
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
再
可
決
し
た
。

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

五
四


